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・血液培養検査の流れ

１日目：検体提出（微生物検査室）

２日目：培養陽性（グラム染色所見）

３日目：結果報告（菌同定・感受性）
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・血液培養検査

・原理

ボトル内で細菌が発育する時に炭酸ガスを産生し、
ボトルの底にある蛍光物質に吸着して発光する。その
発光度を約１０分ごとに測定して一定濃度に達した時
に陽性になる

血液１ｍｌ中の菌数は約５～１０個で、陽性になる時間
は約８～１２時間を要する。
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１日目：検体採取
血液培養ボトル ①

①嫌気ボトル

②好気ボトル

③小児用好気ボトル

・骨髄液も検査可能

・検体ラベルはバーコードに貼ら
ない

① ③②
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血液培養ボトル ②

・採血量は３～１０ｍＬ、小児用は１～
３ ｍＬ

・採血量が多いと偽陽性やボトル内で
凝固する

・採血量が少ないと偽陰性や検出の
時間が延長する
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血液培養ボトル ③

・採血時期は熱の上がり始めで
抗菌剤投与前が原則

・皮膚の常在菌混入を防ぐ為、
しっかりと消毒を行う

・採血量はボトルに５ｍＬの目盛
りを目安に１０ｍｌを目標に採血
する（赤丸部）

・少量の抗菌剤はレズンで吸着
可能である（黄丸部）
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血液培養ボトル ④

・血液培養は自動機器
で判定を行っている為、
採血後は直ちに機器
にセットする

・夜間、休日は微生物
検査室前の機器にセッ
トすることで提出が行
える

・機器には血液培養ボ
トル以外は入れない
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・偽陰性となる原因は、採血量不足、抗菌薬投与後採
取、採血後提出が十数時間経過して菌が増えて陽性
時の炭酸ガス濃度なってから機器にセットした場合

機器にセットする時、

奥まで入れていなと

菌は増えるが炭酸

ガスを測定出来ない
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１日目：検体提出（微生物検査室）

２日目：培養陽性（グラム染色所見）

３日目：結果報告（菌同定・感受性）
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・陽性ボトル処理
・クリーンベンチ内でシリンジを用い、ボトルの血液を採取
して必要な培地に培養後、グラム染色用スライドを作成
する。

・ガス産生菌は嫌気ボトルに
ガスが充満するため、針を刺
した時にシリンジ内にガスが
入り込む。

・グラム染色を行う。
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性球菌（ブドウ球菌）

・嫌気、好気ボトル両方に発育できる。
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性球菌（レンサ球菌）

・嫌気、好気ボトル両方に発育できる。
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性球菌（肺炎球菌）

・嫌気、好気ボトル両方に発育できる。
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陰性球菌（髄膜炎菌、淋菌など）
・嫌気、好気 ボトル両方発育できる。
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性桿菌
嫌気ボトルのみ発育（クロストリジウム属疑い）
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性桿菌
好気ボトルのみ発育（バチルス属疑い）
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性桿菌
嫌気ボトルのみ発育（アクネ菌疑い）：コンタミ？
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性桿菌
好気ボトルのみ発育（コリネバクテリウム属疑い）：コンタミ？
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性桿菌：放線菌
嫌気ボトルのみ発育（アクチノマイセス属疑い）
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陽性桿菌：放線菌
好気ボトルのみ発育（ノカルジア属疑い）
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陰性桿菌（腸内細菌）：嫌気、好気ボトル両方発育
・ガス産生あり：大腸菌、クレブシェラ、エンテロバクター等
・ガス産生なし：セラチア、プロテウス、サルモネラ等
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陰性桿菌（ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌）
好気ボトルのみ発育：緑膿菌、マルトフィリア菌、セパシア菌
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陰性桿菌（ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌）
好気ボトルのみ発育：アシネトバクター（球桿菌）
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グラム染色結果より推定できる菌種
グラム陰性桿菌：β‐ラクタム系抗菌薬使用
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グラム染色結果より推定できる菌種
酵母様真菌（カンジダ属など）
※カビ様真菌は液体培地では発育が不可
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薬剤感受性検査

薬剤感受性セットは５種類あり、菌種で選択している。

・グラム陽性球菌用：ブドウ球菌、腸球菌

・レンサ球菌用：Ａ～Ｇ群レンサ球菌、肺炎球菌

・腸内細菌用：大腸菌、肺炎桿菌、セラチア、サルモネラ等

・ブドウ糖非発酵菌用：緑膿菌、マルトフィリア菌、セパシア菌

・ヘモフィルス用：インフルエンザ菌
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菌種同定・薬剤感受性検査の機器
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緑膿菌のマイクロプレート
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ＭＤＲＰのマイクロプレート
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喀痰・尿の培養検査
１日目：検体提出、分離培養、グラム染色
２日目：培地観察、菌種同定、薬剤感受性
３日目：各種判定、結果報告

・検体採取時、喀痰はなるべく唾液が入らな
いよう患者に説明をする。痰が出にくい時は
数回うがいをすると出やすくなる。

・尿は１ｍｌ中の菌数が１０５以上を優位とし
ているため、保存は避ける。１個の大腸菌が
室温で約５時間後に１０００個に増える。
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喀痰・尿の培養検査
１日目：検体提出、分離培養、グラム染色
分離培地、グラム染色

喀
痰

尿

分離培養各種培地
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喀痰・尿の培養検査
１日目：検体提出、分離培養、グラム染色
分離培地、グラム染色

膿性痰唾液性痰
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喀痰・尿の培養検査
２日目：培地観察を病原菌に対して薬剤感
受性検査を行う。

喀痰の分離培養

肺炎球菌

肺炎桿菌
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喀痰・尿の培養検査
３日目：各種判定、結果報告




